
令和６年度　学校経営(グランドデザイン) 
 

                                                        志布志市立宇都中学校 
 
 

自ら考え，主体的に学び・行動し，未来を拓く力を身に付けた生徒の育成 
 
                                        

 ●煮しめ(個性の伸長)●つけあげ(確かな変容) 
● 向学　　●　強健　●　友愛 ●にぎりしめ(感謝の心)

 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 重点目標・具体策

              　　　　　　　　　　     　　  人権尊重の精神 
認め合い・支え合い・励まし合い

学校経営方針

学校教育目標

○　あいさつと歌声が響き，生
　き生きと活動する学校 
○　夢や希望を育み，活力ある
　学校 
○　学ぶことに成就感や達成感
　を味わうことができる学校 
○　生徒，職員が共に学び，成
　長する学校 
○　家庭や地域と共にあり，安
　心・安全で保護者や地域から
　信頼される学校 

○　未来を見つめ，自ら学ぶ生
　徒(向学) 
 
○　たくましく，ねばり強い生
　徒(強健) 
 
○　豊かな心で，とともに生き
　る生徒(友愛) 
 

○　生徒の学ぶ意欲を高める教
　師　 
○　生徒のよさを認め，伸ばす
　教師 
○　自己研鑽に努め，分かる授
　業を実践する教師 
○　健康で明るく，生徒・保護
　者・地域の信託に応える教師 
○　チームワークと実践力を兼
　ね備えた教師 

目指す学校像 目指す生徒像 目指す教師像

 
１　人権尊重の精神に立ち，他者を思いやる心をもって，いじめや差別のない人間関係づくりに努
　める。 
２　学ぶ意欲を高め，学力向上を図るとともに，生徒一人一人の可能性を伸ばす。 
３　職員・生徒とともに心身の健康保持増進に関心をもち，体力向上に努める。 
４　職員が主体的に学校経営に参画し，家庭や地域の期待と信頼に応える開かれた学校づくりに努
　める。 
５　夢や希望を育むキャリア教育を積極的に推進する。 
６　業務改善に向けた具体的な取組を実践する。
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ア　人権尊重の意識の高揚 
□日常の言動や対人関係を通しての人権感覚の高揚 
□いじめ等の未然防止，早期発見，チーム解決，見届け 
□積極的な生徒指導（危機管理のさ・し・す・せ・そ） 
□連絡・相談・確認の徹底 
□諸検査結果の活用や教育相談の充実 
□生徒の主体的取組への支援（生徒会活動・学校行事） 
イ　考え・議論する道徳の実践 
□教科書等を主に使用し，議論し深化させる場の設定 
□道徳実践力の高揚 
□ローテーション道徳と相互授業参観による指導力向上 
ウ　自己有用感や他者受容を育
　てる学級経営の実践 
□前向きで心に響く教師の声かけ 
□自他を素直に受け入れる居心地のよい学級づくり 
□学校楽しぃーと（年3回）の有効活用 
□学級内での主体的な活動の場の設定 
エ　豊かな体験活動の実施 
□豊かな体験活動の場の設定と事前・事後活動の工夫 
□地域行事への積極的参加への呼びかけ 
オ　キャリア教育の充実 
□キャリアパスポートの継続的で有効な活用 
□生徒・保護者に寄り添い確実に情報提供する進路指導 
□地域人材や新聞記事等の活用によるキャリア形成 
カ　情報教育(モラル)の充実 
□情報モラル教室等の開催 
□タブレット操作やタイピングスキルの向上

豊かな心を育てる教育の推進

ア　見通す・学び合う・振り返
　る授業 
□学習者主体の授業の型の具現化（自己の振り返り） 
　→学びの羅針盤（令和6年3月版），大隅学力向上リーフ
　　レット，志布志授業モデルの活用 
□ＩＣＴの効果的活用 
□諸調査結果を基にした組織的で具体的な指導法改善 
イ　基礎・基本の定着 
□基礎・基本の反復による定着（ＡＩドリルの有効活用） 
□鹿児島学力・学習状況調査（通過率70％以上） 
　→Ｗｅｂ問題，よか問，過去問の計画的活用 
□自学自習できる生徒の育成（家庭学習課題の見直し） 
ウ　教育（学習）環境の充実 
□指導の五則，学びの五則の共通実践 
□ＩＣＴ活用(タブレット，デジタル教科書等)の活用 
□家庭学習強調週間（小中共通実践事項）の充実 
□家庭での三つの時刻の設定と実践の推進 
□家庭と地域の教育力向上に向けた広報活動の充実 
エ　小中高連携の推進 
□校区内の義務教育９か年で系統性のある教育の充実 
□校区内の諸調査結果の情報共有とチームとしての対応 
□高校説明会や体験入学への積極的な参加 
オ　特別支援教育の充実 
□使える個別の指導計画，教育支援計画の作成と見直し 
□校内支援体制の機能化 
□進路保障と学力保障に配慮した教育課程編制 
□合理的配慮に向けた本人・保護者との確実な合意形成

ア　健康教育・保健指導の充実 
□生活習慣の見直し（睡眠時間の確保に向けて） 
　→家庭学習課題・部活動終了時刻の見直し 
　→デジタル機器との付き合い方の啓発活動 
□う歯治療（治療率60％以上）の啓発と歯磨き指導 
□ＳＣへの意図的相談の推進 
□熱中症や感染症等の予防と発生時の適切な対応の準備 
□性に関する学習とがん教育の確実な実施 
イ　体力・運動能力の向上 
□諸検査結果（県平均以上）を活用した個人の意識向上 
□チャレンジかごしまの全学級実施 
□一家庭一運動の推進（親子で運動習慣の確立に向けて） 
□ガイドラインに基づいた部活動指導 
　→部活動指導員の活用，複数顧問制，完全週休２日制 
　→部活動規定の見直し 
ウ　給食指導・食育の充実 
□家庭と栄養教諭による食育指導の充実 
□望ましい食習慣や衛生感覚の確立 
□健康と心身の成長への意識付け 
□給食指導の充実（食育指導，生徒理解，食事マナー）
□異物混入マニュアルの確実な実践 
□食物アレルギーへのチーム対応の徹底 
エ　安心・安全な学校づくり 
□危機管理マニュアルの見直しと共通理解 
□安全点検の実施と施設の補修 
□避難(地震・津波，火災，雷)・不審者対応の訓練実施 
□交通安全指導の徹底と通学路点検の実施

ア　教職員の資質向上 
□「かごしま教員育成指標」に基づいた研修推進 
□授業力と指導力向上の職員研修と相互授業参観実施 
□意図的で計画的な研究授業と授業研究 
□外部研修会への参加（一人年１回以上） 
　→アウトプット（振り返りと還元）を意識した受講 
□信頼される学校づくり委員会の活性化 
□計画的で継続的な不祥事根絶に向けた服務指導 
□カリキュラム・マネジメント推進（単元配列表作成） 
イ　業務改善に向けての取組 
□出退勤記録（シースマイル）で勤務時間の自己管理 
□毎週水曜日の定時退校日の徹底 
□部活動休養日の完全実施（複数顧問制による分担） 
□学校行事の精選と見直し，準備の簡素化 
□校務分掌の機能化（作業内容表の作成） 
□生徒と接する時間の確保（小さな業務改善の推進） 
□日課表の効果的な運用（校務の明確化） 
□「１Ｔｒｙ，１Ａｃｔｉｏｎ」の個人設定（自分事）
□時間対効果，費用対効果，受益者負担を意識した学校
　経営の見直し 
□ペーパーレス化の推進（時間と経費の削減） 
□年休取得１５日以上，振休年度内完全消化 
□職員用机の施錠推進（鍵の準備）

学習意欲の向上と学力の定着・向上 健康の保持増進と体力向上 教職員の資質向上と業務改善

校　訓 きらり輝く３つのおしえ


